
 

 

大草谷津田いきものの里 自然観察会 

クモは面白いぞ パートⅡ 

松本美千代（千葉市） 

日 時：2018 年 10 月 21 日(日) 10 時 30 分～12 時 

参加者：7名（大人 6名、子供 1名） 

担当指導員：太田慶子、松本美千代 

参加指導員：岡田恵子、芳我めぐみ、萩正勝、山下美佐子、和仁道大 

 

天気よくお出かけ日和だったが大草の方には足が向かなかったようだ。参加者は１家族

２名だった。ほとんど大人の観察会となった。 

パートⅡの見どころはジョロウグモとシロカネイソウロウグモ、オウギグモ、ハツリグ

モ、コクサグモ、ナガコガネグモと卵のう、オナガグモだった。特にジョロウグモは５月

頃から子グモが出現し今は立派な成体が見られるが８本の脚が６本や５本だったりする。

成体になる前だったら脱皮したら脚が生えてくるというが７本足のジョロウさんの網には

７本足の脱皮殻があった。 

そこで 3つのクエッション 

①クモの脚は何本？  

②脱皮したら脚が生えてくる？ 

③クモは網の上を歩いても大丈夫？ 

観察会で見られるクモの写真のプリントを渡す。 

 

入口広場でクモの糸網の張り方を図で説明する。 

網を張らないハエトリグモは目が発達している。 

それがわかる面白い写真(クモの目に撮っている人が映っている)を見る。雄と雌の説明を

する。折り紙のクモを渡す。『足が 8本だということが良く解る』との感想があった。 

下見では徘徊性のクモが見つけられなかったが参加者 

の子がアズマキシダグモを探してくれた。『雄だね』と 

いう。デーニッツハエトリ、マミジロハエトリも 

みられた。２人の目より７人の目、子供の目は凄い！ 

湿地や田んぼの上をたくさんのアカネ類がとんでいた。 

林縁でオオアオイトトンボを捕まえた子は『チョキにし 

て持つんだ』という。何度も観察会に参加しているので 

よく知っている。田んぼの畦では大きなナガコガネグモ 

が網を張っているのがみられた。 

その他見られた生きもの 

テングチョウ、ルリタテハ、ナガサキアゲハ、クロコノマチョウ、ダイミョウセセリ(幼) 

ヤニサシガメ(幼)、ノシメトンボ、サガオニグモ、ヨツデゴミグモ(幼)、クサグモ卵のう、 

ジグモ、ウズグモ。 

ナガコガネグモを観察 


